
建設・土木 

●小学校通学路について 

Ｑ． 

御免町小学校の通学路について危険な箇所がありますので対応をお願いいたします。大栄町 4

丁目の側溝で大きく深く、蓋がされてない箇所があります。現に一年生の子が落ちてしまい、前

歯が折れるなどの怪我をしていました。また深さから落ちた場合に低学年位ですと自力では上が

れないです。場所は御免町幼稚園からセブンイレブンの通りのメイン道路に抜ける道です。どう

かよろしくお願いいたします。 

 

（令和 4年 4月受付） 

 

Ａ． 

 通学路で痛ましい事故があったということで、改めて安全配慮を強く認識したところでありま

す。保護者の皆様におかれましては、日頃から天候や通行車両など通学時のご心配は尽きないこ

とと推察いたします。これまで通学路につきましては、毎年、市内全小・中学校に対して危険箇

所の照会を行い、現状把握に努めるとともに、小・中学校、教育委員会、警察署、道路管理者等

の関係機関と連携し一斉合同点検の取り組みを実施しており、その際、危険箇所と認定した場所

については、所管する各関係機関が速やかに改善措置を講じるなど、安心・安全対応を進めてき

たところであります。 

 直ちに教育委員会部局に確認したところ、ご指摘いただいた場所は、御免町小学校の通学路上

ではありますが、これまで危険箇所としての声はあがっていなかったとの報告を受けたところで

あります。しかしながら、ご指摘のとおり、現場は部分的に蓋がかかっていない状況でありまし

たことから、歩行者の安全対策として早急に蓋掛けを含めた対応措置を講じるよう担当課に指示

しました。迅速な対応を行いますが、しばし時間を要しますことから、まずはバリケード等によ

り注意喚起措置を講じることをご理解いただき、蓋掛けが完了するまでの間は通学に十分留意さ

れますよう、ご協力をお願いいたします。また、学校とも情報共有し、ご指摘の箇所を通る場合

も含め、通学時の安全教育を改めて行います。通学する児童の安全が最優先であります。しっか

りと各部局が連携を強化し、点検・対策を講じてまいります。 

 

（令和 4年 4月 26 日回答） 

 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 


